
未来、はじまる。

交

通

未

来
都
市

う

つ

の

み

や

交通未来都市

うつのみやを目指して
私たちが、50年先・100年先も安心して便利に暮らせる魅力ある街を目指し、

「公共交通｣を軸として、街のにぎわいを高め、

活気あふれる「交通未来都市うつのみや」を創ります。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

テーマに対するご意見を
アイデア通信（❼ページ）で
お寄せください。

もっと深く

宇都宮情報

もっと深く

宇都宮情報



本 市の 描く未 来 の 公 共 交 通

2

　本市では、本格化する少子・超高齢化、人口減

少社会においても、お住まいの地域で自立した生

活が送れるコンパクトな街づくりと、それぞれの地

域間を公共交通ネットワークで結ぶ「ネットワー

ク型コンパクトシティ」の形成を目指しています。

　その核となる「公共交通ネットワーク」の構築に

向け、輸送力や定時性に優れたＬＲＴを基軸とし、

中心市街地と各地域を結ぶ幹線バス路線や地域

の日常的な移動手段となる地域内交通などの充

実に取り組んでいます。

　また、それぞれの公共交通を便利に利用できる

交通ICカードの導入や、利用しやすい運賃設定な

どの取り組みについても一体的に検討を進めてい

ます。

　利便性の高い公共交通ネットワークを構築する

ことで、身近な地域はもちろん中心市街地、観光

地などへも誰もが安心・安全・便利に移動できる

ようになります。

地域内交通

幹線バス

LRT

新幹線

在来線

中心市街地
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本市が目指す公共交通ネットワークを実現することで、それぞれの地域や

皆さんの暮らしがどのように変わるのか見てみましょう。

　地域の拠点にスーパーや診療所など生活

に身近な施設ができ、地域内交通で手軽に

利用できるようになります。主要なバス停に

は上屋やバス接近表示機などが整備され、

ICカードの導入や乗り継ぎ割引の実施などに

より、地域内交通と幹線バスを便利に乗り継

いで市内を快適に移動できるようなります。

日常の移動を支える地域内交通（※）とバスの乗り継ぎが便利になり、

自立した生活を送ることができます。

質問

答え

　公共交通が使いやすくなっても、車の方が便利だし快適だから公共交通に

は乗らないよ。どうして公共交通を充実させる必要があるの。
（ 市内在住 40代男性 会社員 ）

　公共交通は、皆さんの日常生活を支える基盤で

あり、子どもや高齢者、障がい者など車を運転で

きない人にとっては大変重要な移動手段です。

　また、バス路線の再編や地域内交通の充実な

どにより、公共交通の利便性が向上し、目的に応

じて移動手段を選択できるようになることで、市

民の皆さんが快適な生活を送ることができます。

公共交 通が充実することで、誰もが快 適な生活を送ることができます。

質問

答え

教 えて  未 来 の 宇 都 宮

※ 通院や買い物など、地域の皆さんの日常生活の移動手段を確保するため、タクシー車両などを活用して運行している乗り合いの公共交

通。郊外部全13地区で15路線が運行。

公共交通の充実で私たちの生活はどうなるのかな。

　車の運転ができなくなって、バス停も遠いから、家族に頼まないと病院や買い

物にも行けないのよ。行きたいときに気軽に出掛けられたらうれしいのに。
（ 郊外部在住 70代女性 無職 ）

家族に負担をかけずに自立した生活を送りたいわ。
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　それぞれの地域を結ぶバス路線の増便や運行時間

帯が拡大します。また、バスの到着時間を正確に把握で

きるバスロケーションシステム（※）の導入やバス停付近

への駐輪場の整備により、バス停から少し離れた所に

住んでいる人でも、バスを利用しやすくなります。

それぞれの地域を結ぶ幹線バスが充実し、

中心部への移動が便利になります。

答え

質問

　JR宇都宮駅の東西がLRTで結ばれるとともに、

JR宇都宮駅周辺の再整備をはじめ、LRTや鉄道、

幹線バスの結節点などに、にぎわいの創出につ

ながる機能が集まります。

　そして、市内外から多くの人が訪れる魅力あ

ふれる中心市街地が形成されることで、街なか

に人が集まり活気があふれます。

LRTや鉄道、バスが効率的に結び付き、人の流れが円滑になることで、

活気のある街なかになります。

質問

答え

　中心部にある高校に通っているのですが、バスは本数も少ないし、遅くまで

走っていないから自転車で通学しています。通学するのに時間が掛かっていて、

部活動や塾もあって毎日大変なんですよね。
（ 郊外部在住 10代男性 高校生 ）

自転車通学は大変だから、快適に通学したいな。

　中心部に昔のように人やにぎわいが戻ってくれるといいな。これから人口も減

るって言うし、いつまで商売が続けられるか不安だよ。
（ 中心市街地在住 60代男性 酒屋店主 ）

人もまばらな街なかに活気が戻ってほしいな。

※ スマートフォンやパソコンなどでバスの運行状況を確認できるシステム。



ギョーザ

　SuicaやPASMOなどのICカードでもLRTやバス

を利用できるようになり、観光客の皆さんも快

適に移動でき、乗り換えも便利になります。また、

循環バスやシェアサイクル（※）を幹線バスと組

み合わせることで、移動できる範囲が広がり、街

なかや観光地などが巡りやすくなります。

ICカードや循環バスなどで、

観光地などを巡りやすくなり、

便利で快適な旅になります。

スイカ パスモ

質問

答え

　定時性の高いLRTを中心に公共交通を効

率的に組み合わせることで、ネットワーク全

体の定時性が向上します。これにより、通勤

時間の目安を立てやすくなり、ゆとりある時

間を持つことができます。

　また、公共交通で通勤する利点として、車

内で読書ができたり、終業後にお酒を飲ん

で帰ったりすることもできるようになります。

公共交通ネットワーク全体の定時性が向上し、通勤時間を削減できます。

質問

答え

5

　宇都宮は餃子や大谷など女子旅にうれしいグルメや観光地がたくさん。

観光地以外にも行きたいお店があるから、便利に移動できたらいいのにな。
（ 東京都在住 20代女性 観光客 ）

いろんな所を快適に観光したいな。

　通勤は、いつも渋滞が原因で到着時間が読めず、朝早く家を出なければなりま

せん。我慢するしかないのでしょうか。
（ 市内在住 30代女性 OL ）

通勤時間の無駄をなくせないかしら。

※ 街なかや観光地などに複数の自転車貸出拠点を設置し、利用者がどこでも自転車を貸し出し、返却できる交通手段。

ICC
A
R
D
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市
民
の
生
活
交
通
を
担
う
た
め
に

■

路
線
バ
ス
の
可
能
性

　栃
木
県
は
国

内
有
数
の
車
社
会
で
あ
る
た
め
、
私
た

ち
に
と
っ
て
、
そ
の
中
心
に
あ
る
宇
都

宮
で
公
共
交
通
を
担
う
と
い
う
こ
と
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
選
択
で
し
た
。
し

か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
す
る

中
、
若
者
の
車
離
れ
が
進
み
、
車
の
運

転
に
不
安
を
感
じ
る
高
齢
者
は
ま
す
ま

す
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
流

れ
は
続
く
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
う

い
っ
た
社
会
環
境
の
変
化
に
応
え
る
べ

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
足
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
路
線
バ
ス
を
維
持
・

発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
バ
ス
を
目
指
し
、
私
た
ち
が
す

べ
き
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
は
少
子
・
超
高
齢
社
会

に
向
け
て
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
形
成
を
掲
げ
、
そ
の

実
現
を
支
え
る
公
共
交
通
の
充
実
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
宇

都
宮
の
公
共
交
通
を
担
う
立
場
と
し
て
、

今
後
の
事
業
展
開
に
は
十
分
可
能
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

■

利
用
者
目
線
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

　
平
成
28

年
に
、
関
東
自
動
車
と
東
野

交
通
が
兄
弟
会
社
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
大
き
く
二
つ
の
意
義
が
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
目
は
「
利
用
者
目
線
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」
と
い
う
点
で
す
。

２
社
が
兄
弟
会
社
と
な
っ
た
こ
と
で
、

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
バ
ス
路
線
の
再

編
や
ダ
イ
ヤ
の
調
整
・
パ
タ
ー
ン
化
な

ど
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
実
現
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
、
平
松
本

町
線
で
は
関
東
バ
ス
が
定
員
約
30

人
の

ミ
ニ
バ
ス
で
運
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、

本
年
１
月
よ
り
運
行
会
社
を
東
野
バ
ス

と
し
、
定
員
約
60

人
の
中
型
バ
ス
で
運

行
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
交
通
の
接
続
」
の
強
化

で
す
。
市
は
移
動
需
要
に
応
じ
て
、
鉄

道
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、
バ
ス
、
地
域
内
交
通
と

い
っ
た
多
様
な
交
通
機
関
が
効
率
的
に

連
携
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現

に
向
け
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
バ
ス
、
バ
ス
と
バ

ス
な
ど
、
各
交
通
機
関
の
接
続
を
よ
り

一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乗
り
換
え
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
よ
う
、
運
行
時
刻
を
調
整
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
定
期
券
の
共
通
化
や
乗
り

継
ぎ
割
引
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

円
滑
に
目
的
地
ま
で
移
動
し
て
も
ら
う

た
め
の
ソ
フ
ト
面
で
の
施
策
を
展
開
し

昭和48年生まれ　群馬県出身

関東自動車・東野交通の親会社でもある「経営共創基盤（本社・東京都）」で

企業の全社戦略・事業戦略の立案やバス関連のプロジェクトなどを担当してき

た。

平成24年４月、平成28年12月よりそれぞれ現職。

吉田　元さん取締役専務執行役員

関東自動車株式会社、東野交通株式会社
げん

市民の、
地域の未来を支える
「足」になる
社会・ライフスタイルが変化していく中で、

バス事業者が果たすべき使命



　本市の公共交通の軸となるLRT事業の情報や

VRによるLRTの疑似体験、LRTを応援する市民

の皆さんからのメッセージなど、ここでしか見

られない限定公開コンテンツが満載。

時間　午前10時～午後7時。

会場　ベルモール（陽東6丁目）。

MOVENEXT 宇都宮

Facebookページ

開設しました!
交通未来都市うつのみやオープンスクエア

交通未来都市うつのみやオープンスクエア（常設型オープンハウス）

アイデア通信

交通未来都市うつのみやについて私はこう考えます

公共交通で便利に移動できる「交通未来都市う

つのみや」に期待することを教えてください。

・車が運転できなくても外出しやすくなる

・外出の機会が増えて高齢者が長生きできるようになる 

など

　市民の皆さんから、「交通未来都市うつのみや」についての意見・提案をお受けしま
す。寄せられた意見・提案などは、施策の参考とします。なお、一部を後日、広報紙で
紹介します。質問などへの回答は、直接本人あてに返信しませんので、ご了承ください。

　左のはがき（切手不要）を切り取り、3月9日（金）までにポストに投函してください。
他のはがきや手紙・ファクス・Eメール・市ホームページのアンケート（携帯サイト含む）で
も受け付けます。

バスなどの公共交通を利用する際に重要だと思

うものは何ですか？当てはまる番号に○を付けて

ください。（３つまで）

① 時間通りに着くこと
③ 運賃が安いこと
⑤ 家の近くから乗れること
⑦ バリアフリーであること
⑨ その他

② 早く移動できること
④ 混雑していないこと
⑥ 運行本数が多いこと
⑧ 乗り継ぎが便利なこと

u-movenext.net

あなたの意見をお寄せください

送付先

〒320-8540市役所総合政策部広報広聴課

（639）0627（632）2025 、
Eメール：u2030@city.utsunomiya.tochigi.jp

（632）5426（632）2134 、
Eメール：u2015@city.utsunomiya.tochigi.jp

広報うつのみやプラス

「交通未来都市うつのみやを目指して」についての

問い合わせ先

総合政策部交通政策課

※一部の機種で表示され
ない場合があります。

QRコード

MOVENEXT宇都宮
QRコード
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（例）

1

2

フェイスブック

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
す
で
に
、

平
松
本
町
線
で
２
社
の
定
期
券
の
共
通

利
用
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
以

降
、
ベ
ル
モ
ー
ル
線
に
つ
い
て
も
２
社
が

協
力
し
て
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
に
改

正
す
る
と
と
も
に
、
定
期
券
の
共
通
利

用
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

未
来
の
宇
都
宮
の
た
め
に

私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

■

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
向
け
て

　
私
た
ち
は
、
現
在
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
基
軸

と
し
た
総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
た
め
、
市
と
と
も
に
バ
ス

路
線
の
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
路
線
の
再
編
に
当
た
り
、
「
IC

カ
ー
ド
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

「
深
夜
バ
ス
の
運
行
を
拡
充
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
期
待
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
IC

カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
と

協
力
し
な
が
ら
導
入
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
単
に
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
や
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
既
存
の

IC

カ
ー
ド
が
使
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

独
自
の
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

で
き
る
IC

カ
ー
ド
を
導
入
し
、
バ
ス
だ
け

で
な
く
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
地
域
内
交
通
で
も
共
通

利
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
移
動
利
便
性
を
格
段
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
関
東
バ
ス
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
バ
ス
の
到
着
予
測
時
刻
や

位
置
情
報
が
分
か
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
路
線
バ
ス
全
車
に
導
入

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
３
月
末
に
は
、

同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
「
バ
ス
接
近

表
示
機
」
を
JR

宇
都
宮
駅
西
口
に
８
台

導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
深
夜
バ
ス
の
運
行
拡
充
に
つ

い
て
は
、
市
全
体
で
の
バ
ス
路
線
再
編

を
待
た
ず
に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手

し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
ず
は
、
豊
郷

台
方
面
の
バ
ス
の
運
行
を
午
後
11

時
台

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

■

地
域
と
と
も
に
、
行
政
と
と
も
に
　

市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
が
よ
り
良
く

な
る
よ
う
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
使
命
で
す
。
私
た
ち
が
努
力

を
怠
っ
て
し
ま
え
ば
、
10

年
後
、
20

年

後
の
宇
都
宮
の
姿
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
気
持

ち
や
気
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「
交
通
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来
都
市
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の
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に
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る
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め
の
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力
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け

て
い
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す
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差出有効期間
平成 年 月
日まで

【切手不要】

料金受取人払郵便

宇都宮中央郵便局

承　　認

3339

30

15

8

（受取人）

　宇都宮市旭１丁目１番５号

（宇都宮市役所）

　宇都宮市総合政策部広報広聴課
行

年齢　　　　　 歳

差し支えがなければ記入してください。広報紙で意見を紹介する際には、氏名の記載はしません。

なお、はがきの情報については、目的以外には使用しません。

職業

住所氏名

3 2 0 8 7 4 0

　広報うつのみやプラスや政策特集は、皆さん

に一緒に考えていただきたいテーマを取り上

げ、年に数回編集します。 

前回の広報うつのみやプラス「新発見　大谷の魅力」の概要前回の広報うつのみやプラス「新発見　大谷の魅力」の概要

　前回の広報うつのみやプラス「新発

見　大谷の魅力」に対して38人の市

民の皆さんからご意見をいただきま

した。代表的なものを紹介します。
前回のテーマ

大谷の魅力 大谷の今

　大谷石の産地である「石の里

　大谷」は、豊富な地域資源に

恵まれた本市の観光拠点です。

近年では、「大谷ならでは」の

資源を活用し、さらなる地域活

性化に向けた取り組みを進めて

きました。このような成果もあ

り、平成28年には大谷地域への観光客数が約20年

ぶりに60万人を超えるまで回復するなど、かつて

にぎわいをみせた大谷が、今再び色付き始めてい

ます。

大谷のこれから

　大谷では、現在も続く石産業に加え、大谷石採

取場跡地を活用したアクティビティや冷熱エネル

ギーを活用した大谷夏いちごの栽培など、新たな

魅力も生まれています。「ホンモノにこだわった

ここにしかない上質な観光拠点」を目指し、「大

谷ならではの」、「大谷だからできること」にこだ

わって、訪れた人が「また来たい」と思う質の高

いサービスの提供や受け入れ環境の充実に向け、

大谷の地域振興に取り組んでいきます。

（１）あなたが感じる大谷の魅力は何ですか？

■奇岩や地下空間などの非日常の風景、異次元の

世界がそこにあること（宝木本町・60代）。

■平和観音、大谷寺、地下空間、多氣山不動尊な

ど、人を呼び寄せる要素は十分あると思う（西

の宮・60代）。

■夏に行ったときに感じる涼しさ。スタジオなど

に使える採石場跡地。そこで行われるイベント

（市外・40代）。

■やっぱり大谷石。それに勝る物はない（田野

町・30代）。

（2）大谷地区にどのような機能があれば「行っ

てみたい、過ごしてみたい」と思いますか？

■体験スポット、休憩所、レストラン、土産売り

場、複数のパーキング、ツアーバスなど（江野

町・70代）。

■魅力を有機的に結びつける交通網の整備。特に

自転車による移動が望ましい。将来的にはＬＲ

Ｔの乗り入れ（陽南4丁目・70代）。

■短期間宿泊できる空き家を利用した施設があれ

ば、県内だけでなく県外の若い人たちも大谷地

区に行ってみたいと考えると思う（平松本町・

20代）。

■石のホテル。灯も工夫して、空間を楽しみたい

（上籠谷町・40代）。

（3）大谷の地域振興に関する自由な意見をお

聞かせください。

■市が中心になって学校行事などで子どもたちが

大谷に行く機会を作り、理解と関心度を上げて

ほしい（五代２丁目・60代）。

■大谷石採取の現場を上から見下ろせる展望台の

設置。坑内掘りと露天掘りの両方を見学できる

ことは、意義のあることだと思う（東簗瀬１丁

目・60代以上）。

■大谷夏いちごや生ハム、ワインの生産・熟成な

どを一体的に大谷のブランドとしてＰＲし、ブ

ランド力を向上させる必要があると思う（西原

町・30代）。


